
この秋、ワシントン条約の会議が開かれます。
今年2004年10月2～14日に、第13回ワシントン条約締約国会議がタイのバンコクで開催されます。それに先立ち、トラフィック イーストアジア 
ジャパンは、締約国会議に向けて約10回のシリーズでワシントン条約関連情報を各マスメディア関係者の方々に配信することにいたしました。会議
に関する正確な情報の入手や取材の参考としてお役立てください。また、ご不明な点や詳細に関してはトラフィックまでお問い合わせください。

トラフィック イーストアジア ジャパン（略称：トラフィックジャパン）
TEL:03-3769-1716　URL: http://www.trafficj.org　e-mail: traffic@trafficj.org

2004.9.3

※ ワシントン条約の基礎的な情報に関してはトラフィックジャパンのウエブサイトまで。

　リコメンデーションも現在翻訳中�������

ヘラオヤモリ

日本とマダガスカルの爬虫類

提案の中のマダガスカルの爬虫類

トラフィックジャパンの

　ここに注目

日本でも売ってる

マダガスカルの爬虫類

 今回、マダガスカル固有の種として、前回紹介し
たクモノスガメをはじめ爬虫類の提案が4つ上がっ
ている。前会議（2002年）でも、マダガスカルが爬
虫類について4つの附属書改正提案を提出し、いず
れも採択されている。マダガスカルの爬虫類は日本
でも人気があり、今後、日本の消費がこれらの存続
に影響を及ぼすことも考えられる。今回の提案の中
で、日本でも取引されている2種（ヘラオヤモリ、
テングキノボリヘビ）についてとりあげてみる。

　実際取引がおこなわれていても、特定の野生生物
を日本がどの位輸入しているかはわからないことが

多い。ワシントン条約に掲載されることによっ
てはじめて、実際にどの野生生物をどの程度輸
入しているのかはっきりすることもある。

日本はマダガスカル
から爬虫類を輸入し
ている。
日本の貿易統計(右
記参照）をみると、

1年の間に３倍に
増えていることが
わかる。

Recommendation
CoP13改正提案27［マダガスカル］
ヘラオヤモリ属全種Uroplatus spp.を附属書IIに
掲載する。

この珍しい特徴を持つヤモリの仲間は、10種全部
がマダガスカルのみに生息し、生息地の減少と分
断化が主な脅威である。一部の種では、千匹単位
もの規模の国際取引がおこなわれ、その悪影響が
懸念されている。すでに個体群の密度が低い種お
よび／または生息域が狭いか分断化されている種
については、特にその影響が心配される。現在、
個々の種についての危険性を示唆する証拠は少な
いが、国際取引は増加しており、一部の種に対し
て悪影響を及ぼす危険性がある。

CoP13改正提案28［マダガスカル］
テングキノボリヘビ属全種Langaha spp.を附
属書IIに掲載する。

この大変珍しい特徴を持つ属のヘビ3種は、マ
ダガスカルの固有種で、主な脅威は生息地の
減少である。そのうち2種の取引量は少なく、
1種は取引されていない。現在の取引量がこれ
らの種の個体数に悪影響を及ぼしているかど
うかを判断できるだけの証拠がない。

反対

ここに含まれる３種は、その特徴的な頭の形
が魅力的だと考えられ、爬虫類愛好家の間に
需要がある。しかし、その需要がどの程度の
規模かははっきりしない。これらの種は食べ
物が限定されるためそれほど関心をよばない
ようだ。

・へラオヤモリ属Uroplatus spp.は、マダガスカルのみに

生息し、爬虫類愛好家の間で近年人気が出ている。

・マダガスカルの輸出データによれば、ここ数年の間

に輸出量は増え、10種のうち6種が、2001～2003年

の間に22,000頭以上輸出されている。

・主な輸出先は、米国、ヨーロッパ、日本である。

　　　（IUCN/TRAFFIC Analysesより）

■トラフィックはこう考える

現在、個々の種が脅威にさらされていることを示す証
拠は少ないが、国際取引は増加しているようで、一部
の種に対して悪影響を及ぼす危険性があるため、この
提案に賛成している。

日本のペットショップでもへラオヤモリ属の爬
虫類は販売されている。
【トラフィックの調査から】
・各ペットショップで２～３種（電話で確認）販売。
・ネット上で販売されていたものは、種名がわからな

いものも含めて7種あった。
　　販売価格は¥13,800～¥100,000
　（平均的な価格は ¥18,000～¥25,000）

※日本では、マダガスカルの爬虫類は全般的に人
気が高い。ある店によると、日本での人気が高いの
で、在庫が入るとすぐに売れてしまうとのこと。

＜あるペットショップでは＞
販売されていた種は、
スジヘラオヤモリUroplatus lineatu、 ヤマビタ
イヘラオヤモリUroplatus sikorae, エダハヘラオ
ヤモリUroplatus fantasticus, Spiny Uroplatus 
spp.で、その価格は: 
-Uroplatus lineatus, Uroplatus sikorae, 
Uroplatus fantasticus.       
･･････¥25,000~28,000 
-Spiny Uroplatus            ･･････￥38,000 

*country of origin or re-export/country of export or re-export
がマダガスカルであるもの.そのため中にはマダガスカル原産の種で
ないものも含まれている可能性がある。

マダガスカルからの生きた爬
虫類（ワシントン条約対象種
のみ）の輸入数（頭）*　
資料：経済産業省、ワシントン条約
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マダガスカルからの生きた爬虫類の
輸入数（頭）　資料：財務省、貿易統計

※2002年に新たに設けられた項目の
ためこれ以前のデータはない。

・マダガスカルの輸出データからみて、主な輸出先
として、米国、日本、ヨーロッパがあげられてい
る。　　　　　 （IUCN/TRAFFIC Analysesより）

・一方、テングキノボリヘビ属 Langaha spp.は、日
本の市場ではあまり見ることができない。（この
ため、販売価格もあまり安定していない）

【トラフィックの調査から】
　ペア：¥40,000～　　　1頭：¥45,000～¥80,000

2001年から2003年のマダガスカルの輸
出データによると、輸出は
L. madagascariensis (synonymのL. 
nasutaで記録されているものを含む)
：330標本
L. alluaudi：に27標本（2002年）
L. pseudoalluaudiの輸出はない
Langaha spp.：16標本
主な輸出先の地域は、米国、日本、そ
してヨーロッパである。
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・大変珍しい特徴をもつこの属の３種は、そ
の特徴的な頭の形が魅力的だと考えられ、爬
虫類愛好家の間に需要がある。

テングキノボリヘビ

（U.edenaui, U. 
fimbriatus, U, henkeli, 
U. lineatus, U. 
phantasticus, U. 
sikorae）

＜ペットショップの一例＞
販売されていた種は、1ペアで、 特別
価格で、¥40,000 ($365)通常は1ペア
で ¥50,000~60,000 のところ。

提案国：マダガスカル
提案：この属全種を附属書IIに掲載

■トラフィックはこう考える
現在の取引量がこれらの種の個体数に悪影響を及ぼ
しているかどうかを判断できるだけの証拠がないと
して、この提案に
反対している。

提案国：マダガスカル
提案：この属全種を附属書IIに掲載

３

トラフィックジャパンのCOP13の特別ページできました。

http://www.trafficj.org/aboutcites/COP13TOP.htm

●下記の内容を転載する際には、トラフィックジャパンまでご一報ください。

トラフィックの調
査でも、この属の
うちの２～３種が
ペットショップで
販売されていた。
また、インターネ
ットでの販売も、
珍しいものではな
い。ネット上での
販売されていたも
のは種名がわから
ないものも含めて7
種あった。


